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　家蛋中腸の酵素の中で消化液及被膜組S・iik内の酵素f乍川　　　を添食させた蛋について火々酵譲作川壼！洲定した、n

嚇職については・a1ユ・yl・se及び…C・ha・aseは鮒　　瞭の韻・蘇f・剛細鞭御．，1ミ劇蜥白傭、｝、

（1942）及びll」1：・（1955）によD，又p・・tea・eはLll・　・【・で脚1」kVii］ti・，マ，・，ゴ・ド…蝋等嘘，謡、べく・網、

（1955）によ蜥究されたが・欝の桝き踊・illlr［勺に活　い1諏除い・ごから欄蝋に・・ll隙謂　《脚、」い醐

膿に搬があり，形寛擦的醐か蝋別が歩齢融う　1熔物（・i：sJ，’i－）　rt，，，とりIM，被　蜘革伽祉購靴で

に搬に荊れも1棚1嬉の鵬辮に特｝・強いこと親　水の余滴をとり，撒し説勅鳩こ前，帆び後Sfl；；／t

l，・L，1された・その後1⊥1・（1956）は暢撚1鍬陳含廊　三三区分して勒とり，。・・榊｝・離秦R．謝il臨Pl正7

る錨鮒に列コーゲ脇ll醐ヒ‘｝納｝dσ苧究し・・鵬　｝・した｛剛！！・旗，淋・。ccを厭，撒脚」、轄　1・し，

繍には・輔剛f部に比曙しく多くのグリ・一ゲソ　遠鋤離して」、iili’をとり之側・料燃1配しノ，二繭紳

が作られ鍋欄醐iゴ畷に胤多く1撒す？1・こ二と謀　ものに腿のト・・オー崎厭飾灘〔）・～3・℃1鷹貯

起蚕では之が消継れて議逗姻もことを知つた・之に　1蔵しておいたQ

続いて瓢酬；（1957）1姓化靹に1・il　Enと1礪榔　 酵戴応・轍反影さ灘次の糖でf了硫。
実翻めた・」z・l」［Jに1－IJ　1：・・で鞘・1　1・k（1956・）は・鵬被　　殉・一砲・％水謙2cc

脚グリコザ・期他の貯薙拗質の轍1隈欄べ・　　燐西蠣轍（M／1・）pl．1．、7．。4cc

暢後部は前｝榊中ensに上ヒし鎌と共に速かに1渤臨　　t・1．i　1］　；il酵鰍　　　 1cc

又絶飲より急激に重量醐姻『脚勲儲した・然　購液｝ま徽管中に入れトルか，・を鰍27・。飯

し乍ら購傾の中・グリコぜ・鵬のものについて　1芯させ，24燗汲び48［・寺断鴨勲行，、）た“

羅誤器鎌縁灘雛萎講蒲難講i雛糠羅ll薦慧

簗鵬撫麟簾蒙馨欝鷲1、鷺雛1朧騰騰1・1・；；
　　　　　　　　材料及び実験方法　　　　　　　　　間放1蹴し・その後・試薬B液をもって｝i碇な行つた。笑

欄・鰍蚕踊肢・15号，支・・喝日124鱒を　購に1章1撒には1）反1謙び’ハ・ザ・購撒の
用いた。正櫃の他，甑を・・Ceこ2螺齢蔵したもの　代り燃灘を用いたもの・2）蹴1霞・・殉・・ザ職

之を鮪したもの及び・．5％モリブデ。酉Rアンモン撒　を蒸溜水に獣規¢’汲び3）職卿醸ll菱・・細

一一一 @　・一一一H－一一一一・一一．．．・．一一　…一　に蒸溜水をfi］いたものの三者から・勉2ccを駒脅・々滴

＊　信州大学繊維学部　蚕種学研究察　　　　　　　　　　　定を行い，白試験と反応試験の滴定催の差を表，孟し定を
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もつて隙活腋とした・　　　　　　　之によれば5令蟄に於て醗勧剛り1によ嚇熱性

　　　　　　　　　実験結果　　　　1瀦？聡認窮謹り1驚繍ll黒1勤尊

1・瞭賄の輔と分羅　　　　　　は7v・1・腸側階敵縄・硝く，輔；前1穂、次ぎ）　、1，1・

嚇麟の11欄と殉一ゲ・州｛鋤については・　モll阯儲1との柵比1脚1勺頻く，輔1が1㍉撒り低暢

311糊，241輔・48il鋼Flに測定したものの一例齢せ　舳み肱る．この関｛継T、b1，1．｝、もみら瑠、る。

ば次の姻で48嚇1旧には搬歎き嚇を札ている　3．臓購紳腸糠組織の臓作用
が，錨としてi：1∴1　聯K依よ胴醗がせま・・ものが　玲畷を5・C｝・24i・浄llll繊した嫌の繍炭、：鰍び

しばしばあつたので，2側1胴の髄もつて獅侃こ　冷蔵後鰍魏させ湖値ついて鯛の靴翻　べた

とにした・　　　　　　　　　㈱漱の至血　であつた。（T。b1，．3）

Table　1。　Reaction　tillle　and　glycolytic　enzyllle

　　　　　activity　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3・　Inf］uence　of　cold　injury　upan　the　glycoの

＼．v　　mユe　i11　hOur

　　＼＼＼幽

Division　of、＼＼
；nid9黛堂＿．＿＿＿＿こ二こ〉

Anterior　midgut

MiCldle皿idgut

Posterior　midgut

3

o．4

0．3

1．2

24

o，6

1．8

2．6

lyt二c　enzyllユe　actlvltles　Qf　eヱユteric　epithe］ium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
48　　D、yi。Vi。，t。，
　　　　　　　　　after

L5
refrig．　era　tion

2．g　　　　　　　　Just　．a’fter　refri－

　　　　　　ge工剛atlon

4．9　　　　　　　1

　　Material・…一・C．115　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　2．発育に伴う酵繁活性の局所差　　　　　　　　　　　　　4

　5齢起蚕から食桑中及び上族前までの蛋につき中腸被　　　　　5

膜のグリコ・・一ゲン分解酵素の局所差を調べた所次の結果　　　　　7

を得たq　（Table　2）
Average

Div｛sion　of　miclgut

一触酎M・dd1・」・・・・・・…

1，8

ヱ．8

2，5

2．0

2．4

2，4

1．8

i

1，3

2，3

3，0

2．9

2．6

1，6

1．3

・・1・1

3，0

2．6

3，9

5．2

3．1

2．7

2，3

・・　141

3．26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm　　tttt　ttt－tげVttt－－tげtバリimtれttりttitS
Table　2・　Localization　of　glv．　colytic　enzyme　in　　　　　　　　Figures　show　the　value　as　described　ill　Table

　　　　　silkworm　enteric　epithelium　　　　　　　　　　　　　2．　Compare　with　Table　2　as　a　contrast　ex．

Dayin　T
三nstar

Just　after
moult｛ng

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　7

Averag・｝

Di。i，i。。。f　midg。，　　　pe「iment・Mate「ial…C115・

A・・er・・r　L塾⊥8・s・er・・r　この場鰯辮用は正瀬（。。bl。2）にtヒして全

ユ．7

1，8

1．5

3．1

2．6

3．2

2．8

Z381

2．6

3．2

2．8

3．0

2．6

3．5

3．9

4．2　　　　体として値が低く1・2日目も低く2・3111i口穂高くな

　　　　　　るが以後再び低下していくのが見られ，正常蚕に比し中
3．9

4．6　　　腸後部の低下が著しいようである。的蚕の発育は全体と

5．7　して発育不良で上maに際し窃勺半数以上の病蚕を生じ，

5．3　　　　あるものは膿病蚕・あるものは外観窒頭蛋症状で解剖し

6．0　　　てみると中腸型多角休病であり，両：者併発もあり又普通

6．3　　　の軟化病疲状のものも多少存在していた。

…gl 5．14　　　　4・　モリブデン酸アンモン添食と酵褒活性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一一一一一・・－t　　　　モリブデソ酸アソモンを源i食すれば多角体病を発生さ

Figu「es　sh°w　the　dilf・・ence。f　tit・ati。n　valu・　せることが卵（1955）によ蜘られているので著者は

鰍器。謬翻1器監濫，灘，e膿翻・…％の・の燗・を・・轍・せて・…及び

sugar　yielded　by　the　glycolytic　enzyrne，　　　　　　5日同に中腸のグリコーゲソ分解酵素を測建した所・次

Material……C115．　　　　　　　　　　　　　　　　　表の如く添食2P－1　Elには正常よりも不i；1高くなつていたが
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5日目には，ずつと低下していることを見た。すなわち　　　後部に！i守に多く存在すゐという事実と関述してい孝1，もの

モリブデン酸アンモンはグリコーゲン分解酵素を…時的　　　と考えられるし，又山IJI（1955）や松｛・」』ぐ1942．）が既に

に活性化させるがやがて減衰させるはノこらきをもつてい　　　alny1誌e，　saccharase，　protease鶏；につい“ご調べた

ると思われる。　（Table　4）　　　　　　　　　　　　　　　が，之等1酵素と1司じ位1｝‘とにグリ＝一ゲン分解li孕累も活i’k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が強いという事実を見出した。班にこの部分が！1宝に…般

　Table　4・Injury　of　ammonium　molybdate　on　the　　　の消化酵素のみ．ならずグリ：1一ゲンの合成旋び分解に

　　　ぎ1搬狸zyme　activities°f　ente「ic　与つてい・・とf…g／・…た・・…甑肩・・三・職に

WIGGLESWORT｝1（1942）が／影403の犠ε験に濾べてい1・：，i

凱醜　，Dillsi°￥，°f　midg“t，　・・畷で欄婦・繊水脚・・lll・1｛・綱…

’feeding　A・ter1・・lMlcldl・　P・・t・・1。・　として・腰な役割を果してい鰹・」こう1・二概帥為，　ef　v

・・群L ､1：ll：ll：1蘇二寒嶽騰輩繍驚ll濃1
　　　　　　　　　　　　　　

・・p・2・1　；劉；：l　l：1瓢1瀧職糊繍望碧1儒灘盆
　Figures　show　the　value　as　ClescriL，ecl　in　Table　2．　　　の研究を要する問題FC”あゐQ又先に、F埆i（1を｝25）隠薦の

　Compare　with　Table　2・and　3・a＄contrast　　　　　中腸・σは糖はすべてグルコースとしで吸収L，，1瓢糊調節

expe「iments・Mate「i”1’…C115・ @　　　麟、蹄暑，れないかa，女【1く述べ胴、てい繍藩鱒

　5。蚕晶種と酵繁作用　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956a）（1956b）の1鑑験かも、葺聯と中腸で爾脚】方細｝融

　日124号，支115号及び支110号を用いグリ＝一ゲン分　　　で行われる血糖調銭桝乍lllを補いthL液内に1癒糖現鍮嶽起“塁増

解醗素作用を調べた所次表の如く，螢品種により酵素活　　　ときは腸から上血L液内に鞭収される前に，この1線こ於てゲ

1性に強弱が｝認められ特に局所藻の値に相当の開藻のある　　　ルコースからグリコーゲンに脅成漆れ噌時繍積き尋し後禅

ことが見られた。（Table　5）　　　　　　　　　　　　びグリコーゲンからグルコースへの蔽換が行われ，玄蕉で

T。bl，5．　Silkw。，＿ri，，ies　and　gly、。1，，i，　e。。yme　も螺調節翻が行姻’ていると叡てよいと肺・

　　　・・ti・ities・f・nte，ic　eplthellum．　　　　　次に5令・：11殉コーゲン分解酉糠の1服について翫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発育が遊むと共に除々に画くなる傾向がみちれた；う’1t　．一

Variety

N124

C115

C110

Day　in
Vinstar

2
5

2
5

2
5

Di・i・i…fmidg・t　　：方・1・1｝聯随内でのグリ。＿ケツ繍の膿が5報二瞭

A・・eri。・1 P　M至dd1・

1．8

2．6

3．2

2．6

L3i　3．9
L51　4・8
1．9

2，3

5．8

5．1

Posterior　　期に至つても盛でないことは山q（1956），及堀江等（19

　　　　　57）も認めているo之は5全・期には紐織父はlilL液の糖消
3，9

5．3　　　　｛陵が速かで過血糖の’規象など超らずr・1一蓼鵬｝翻【胞i栢にグリ　」

10。7　　　’”ゲソとして貯えられる必要もいと象もなく・冨鉦液内に

正5，9　　　　吸収されていくからであつて酵素活｛生が弱いからと｛意い

7．4　　　えない。このことは5令蚕に糖を増給すれli｝1，グリ瓢v・

11・7　　　ゲンは巾腸中部と前部にはあ霰り変りがなく増惑ないが

　Figures　show　the　value　as　descr｛bed　in　above　　　後音llには箸しく増加することがみられ，ぐ山1．：11956）ぐ由

　tables．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　・’窩曲奇・1豫水　1956a）　　（iJAIi．：〔・lil，J　l†聰1957）　資月1～霞享謙き〔ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活性が高いこともうかがわれるし，又紬愈障毒一れば閲もな

　　　　　　　　　考　　　　察　　　　　　　　　　　　く減少していくことを見ると分解酵素が特に弱くはない

　中腸被膜組織のグリコーゲン分解酵索作用の局所差に　　　ということからも肯驚される。

ついては申腸後部に活性度が高く，中部や前部1ま之に比　　　次に本実験で，起蛋の冷蔵はグリコーゲン分解酵謁1作

して常に低い1直を示しているが，之は先に山口（1956）　　用を滅衰させることが明かになつたが，…一方起叢の冷職

が報告したグリコーゲンの組織化学的研究及び堀江・．田　　又は絶食は膿病｛生，中腸型或はそのlli：発症など働編排1

中（1957）のグリコーゲンの生化学的建燈に於て，巾腸　　　の誘因となることが明かにされており，（有賀1956，塚
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田1956）著者も起蚕を冷蔵した場合及び冷蔵後10％の蕉　　　　4．1膣蚕にモリブデン酸アンモソを添食すると酵爽作

糖増給を行つた場台に発病の状態を観た所，冷蔵は明か　　　用は2日目に一時的にかなり高くなるが5口日にずつと

に，前記の病寮を著しく多発し，又冷蔵した上に磁に糖　　　低下し，多角体病が発癌するのを見た。

増給を背うと一層多くの病蜷蚕を出すことを見た。平塚　　　　5．　蚤品種の非［，i逮によりグリコーゲン分解酵素が特に

（1925）も早く糖増給の害について述べている。重松　　　後部に藷しく高いものが見られた。

（1956）は脂肪組織｝こフr・’”　J’Xフ・”　iJラ”一　－1！i一や，フォスツ　絢1究捕うにあたり，・解㈱受（鰍）蒲轍搬

・ムタr”　’1・fを認め・列㍗伽餓も1］旨伽L織で行わ　び八鰍1費より終始翻な瀦1庫を励つた、謀撒は

れて幡といつているが粛撚こa）糖聯繰：は，冷　市川’｛｛V　f－Ykの励にま刎テ瀞かつた．蜘・伽てi羅

蔵によ嚇素欄が瀕したため｛醐胤泡や棚易撚　な襯意嫉す徽第で繍。
組織中にグリローゲソの合成も分解も行なわれず，のみ

ならず鰍帥腸から糖静く吸収す猛め過醐を起　　　　　sc　malt
し細胞の物質代謝に異常を来した結果ではないかと考え

膿講灘≧瀦1蓋縫謙1麗羅言萎撫蒲二：：量：i6）
閻囎欄（グル。一。よ！、グリ。一ゲ。への）が1・・j滑　3？・：1：：・1．：不訣：雛靴桑鉾（193°）

に行われな偽驚ると思う．た・脚iの嚇の1醐　　4平塚難嚇」℃！l1・，6（1°”，　457　－v4γ4（1925），

現象はそれが獅の蘇であるのカ、，・，2vとも欄であ　5煎1呆宏’「［1帆三．：°嬬・，26（2）・4°－v45（・1957）

るのか｝、ついてははつきりしていないが，冷瀞殉。　6松1挿美：°魏・・18（4），　168N174（1942）

一ゲ．分騰素作脳鰯させ繍実観ると鰍隙　7：酬嬬：晦誌・・25，115～121（1956）
も醐させられるであろうし，何れ・・しても漱i蝦常　81刎IU修一：畷隙鮨・・7，（1955？

が獅と関連して、・るのではな、・かと肺泌。　　9WエGGLEsw°RTI’1・V・B・：J・Exp・　BIQI・・　IS（1），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56～77　（1942）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　LLIに1定1欠劇‘：f欝大系裁串艮，，　（5），　47～52　（1955）

　　　　　　　　　摘　要　　　　1、　、儒火繊報．，（6），、，～，。（、956）

　家蚕申腸被膜組織のグリコーゲン分解酵素の活性度及　　　12　　　　　・宮燗久雄・清水猛：口蚤中1郭要留，，（12），

び局所機能差の有無を知るために5令の蚕につきSCH－　　　　　　　（1956a）

AFFER－SoMoGYの方法をもつてグリu　・一ゲンを基質と　　　13　－　　　・清水獄：1三1螢巾部要旨．，（12），（1956b）

して中腸被膜組織内の酵索によつて生じた還元糖の定量

を行い，併せて，冷蔵障轡を与え，又モリブデン酸アソ　　　　　　　　　　　　　Summa「y

モン添食を行い，酵素作用の消長を調べた。研究の結果　　　　工nthe　previous　papers　the　author　studied　on

は次の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　the　local　d｛fference　of　digestive　enzymes（amylase，

　1．　5令の蚕では申腸被膜紐織のグリコーゲン分解酵　　　saccharase　and　protease）and　of　glycogen　accumu・

素（多分amylase）は何れの場合も，中腸後部に活性　　　lation　in　the　midgut　enteric　epithelium　of　the

強く，中部及び前部は弱く局所磯能i澆が明かに認められ　　　　silkworm　larva，　Bambyx　mori　L．　This　time　the

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　authQr　experimented　to　knew　the　activity　and

　2．　5令の発育に伴うグリローゲン分解酵素の消畏は　　．　Iocallzation　of　glycolytic　enzyme（perhaps　amylase）

全体として齢の進むと共に，酵素作用は強くなる傾向が　　　in　the　enteric　ePithelium　Qf　the　same　larva・The

ある。局所差は齢の終りに次第にはつきりしてくる。　　　　glycolytic　enzyme　activities，　which　produce　the

　3．起蚕を5°Cに24時闇冷蔵しその後食桑し発育させ　　　reducing　sugar　from　glycogen　as　a　substrate，　are

る場合，中腸のグリコー一ゲン分解酵素作用は初期に納高　　　measured　by　means　of　the　ScHAFFER－SoMOGY，S

いが漸次低下して行くのが観られる。同時に膿病や中腸　　　method，　As　materials　the　fifth　instar　Iarvae　of

型多角体病が多発するのを見ると酵素の減衰と発病との　　　three　varieties　of　silkworms　were　used，　The

間に密接な関係があるように思われる。　　　　　　　　　　results　thus　obtained　are　as　follows．
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　　1）　The　obvious　local　difference　of　glycolytic　　　　　　．of　the　enzyn、e　activity　seenl　g．　tΩhave　solrlct　rd三レ

・n・ym・・cti・ity　in．the　ent・・ic　epithelium．・f　　ti・・with　p・th・9・ny・f・ilkw・rm　1・rv…be・1・u・¢

silkworm　Iarva　apPears　clearly　also　iil　this　expe・　　　　it　has　already　1〕een　1’11tlCle　ttleared　that　th｛｝1’crfri・

riments　as　it　was　seen　in　t王le　glycogen　accumu・　　　　geration　of　larva　just　aft¢r　moultinsr　f瓦『equelltly

lation．　The　glycolytic　activity　in　the　posterior　　　　inducε　two　kinds　of　p〔｝lyhe（lral　vil’uS　disctasc．　es・

portiorl　of　the　enter｛c　epithelium　is　always　st－　　　　l　i．e．　the麟rasserie　and　the　n蒐id繕uしpolyhodr〔，9．　is．

ronger　than　in　the　anterior　and　middle　portion，　　．　4）When　the　larvaεa！re　th「ivenz　O・5　Pe「cemt

　　2）　Generally　the　glycolytic　activity　seems　to　　　　amnTQnium　molybdat¢　solutioぬwith　mLtlherry

increase　gradually　in　accordance　with　tlle　larval　　　　leaves　oll　the　first　day　く）f　the　fifth　iBstar，　thee

developlnent，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　glycolytic　enzyme　activity　is　Pretty　＄t，rc．｝nst　o雌

　　3）When　the　larvae　were　refrigerated　lust　　　the　seco箕d　day，　but　it　beL“omes　w酬鑑（｝n　tl’）e　fifth

after　the　fourth　moulting　for　24　hours　in　5°C，　　　　day，　the　larva　usually　kallin霧　il王soon　af樵rwI4rd呂・

the　glycolytic　enzyme　activity　of　the　enteric

epithelium　is　somewhat　strong　at　first，　but　here－　　　　　（Faculty　of　Textil¢and＄erlcultu1’er　Sliinshu

after　tend＄　to　weak　gradually．　This　depresslon　　　　　University，　Ueda，　Japan．）


